
三井寺
天台寺門宗の総本山。
境内には天智 天武 ・持統天皇の御産湯に用
いられたと伝えられる閑伽井(あかし、)と呼ぶ
井戸があり、 「御井(みし、)の寺Jと呼ばれ、
後に 「三井寺」 と過称されるようになった。
国宝の金堂を始め、釈迦堂、 三重塔、唐院な
ど諸堂が建ち並び、国宝、重要文化財は100余
点を数える。
近江八景の つ 「三井の晩鐘」としても広く
知られている。

[アヲセス1
・石窃常夜燈
JR r大津駅Jから徒歩的17分
京阪電鉄石山坂本線『石場駅Jから徒歩的5分

・小舟入常在燈
JR r大津駅」から徒歩約11分
京阪電鉄石山綾本線「島ノ関」駅から徒歩的3分

三井寺関伽弁

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
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.滋賀県教育聾員会『中近世吉道聞査報告3
東海道(-)J写成12年
・藤井瞳，台編 『近江 若狭と湖の遭』 吉川弘文館
平成15年

急がば回れ

石場津の常夜燈
大津市中央四丁目・打出浜

江戸時代に東海道の宿場町として賑わった大津

町の東の外れ、松本村地先の琵琶湖岸に設置され

た船着場が石場である。江戸時代伝JF東海道の間
道として利用された対岸の栗太郡矢橋村(現在の

草津市矢橋町)との聞の渡し船で賑わった船着場

であり、 『近江名所図会』などには湖中に突出し

た石垣組の船着き場が描かれている。

この石場の船着場に弘化2年 (1845)に建立さ

れたのが、 「石場津の常夜燈」である。現在は

300mほど位置を移して、びわこホール績のなぎ

さ公園内に建つ高さ約8mの大常夜燈は、江戸時

代に盛んであった湖上交通を偲ぶことができる貴

重な水の宝である。

なぎさ公園に移設された石唱の常在燈
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